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第２回経営審議会における質問事項・要望等と回答・対応内容 
 

No 経営戦略

ページ 
質問事項等 回答・対応内容 

経営戦略 

修正要否 

1 89 経営戦略の結論について、赤字が累積し始める令

和 14 年度からの料金改定だと市民の負担も大き

いと思うので、可能であればもう 1年前倒しが望

ましいのではないか。 

 

 

 

 

 

石狩東部広域水道企業団の受水費の増額

改定幅や北海道医療大学の移転による影

響については、あくまで推計となっている

ため、実態と乖離が生まれる可能性があ

る。 

令和 10 年度までの実績を踏まえたうえで

投資・財政計画の見直しを行うことで、過

度な料金改定とならないように検討し、市

民の費用負担増を最小限に留めたいと考

えている。 

否 

2 52 国交省が進めている広域化について、市の方針や

検討事項があれば伺いたい。 

 

 

現状、特段検討している内容はない。 

北海道が主体となって共同化の話が進ん

でいるが、具体的な話はないのが実態であ

る。今後も引き続き情報収集に努めていき

たい。 

否 

3 89 料金改定スケジュールは前後する可能性がある

のか。 

 

 

 

経営戦略での計画値と決算での実績値を

比較していき、状況によっては前倒しする

可能性はある。 

否 

資料１-２ 
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No 経営戦略

ページ 
質問事項等 回答・対応内容 

経営戦略 

修正要否 

4 50、89 投資・財政計画の見直しを行う令和 11 年度に向

けて水道水の利用促進についてアピールを行っ

ていくべきではないか。改定内容だけを市民説明

するのは広報不足と考える。 

また、広報での発信も隔年度ではなく毎年度行う

べきではないか。 

来年度は水道に関する特集を掲載予定だ

が、再来年度以降も市民の皆様に水道水を

ご利用していただくための PR について前

向きに検討していきたい。 

否 

5 50 おいしい水道水が飲めるというのは市の自慢に

もなると思うので、北広島市の水道水がおいしい

という PRも行ってもらいたい。 

広報記事の内容については毎年度議論し

ているところだが、他自治体の掲載内容な

どを参考にしながら検討していきたい。 

否 

 


